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会  議  録 

会  議  名 平成３０年度野田市要保護児童対策地域協議会第２回代表者会議 

議題及び議題毎の  

公開又は非公開の別 

１ 女児虐待事案概要等について（公開） 

２ 実務者会議運営の抜本的見直しについて（公開） 

３ 平成３１年度年間事業計画について（公開） 

４ 平成３０年度啓発事業の実績について（公開） 

日       時 
平成３１年２月２１日（木） 

午後１時３０分から午後２時２５分まで 

場       所 中央公民館 １階 講堂 

出 席 委 員 氏 名 

三田茂男（二瓶委員代理）、杉戸一寿、萩原義則、森一貴、直井

誠、平野紀幸、長妻美孝、鈴木信人、渡辺隆、宮城敬子、綿貫和

代、岡田一芳、長谷川志乃ぶ、海老原博、内田茂子、高橋澄江、

太田央子、高橋峯生、松川恵美、鈴木洋子、横川しげ子 

欠 席 委 員 氏 名 小松崎早苗、茂木寿美子、小松栄  

事   務   局 

鈴木有（市長）、今村繁（副市長）、須田光浩（児童家庭部主幹）、

小林利行 (児童家庭課長)、小川原一浩 (児童家庭課長補佐)、渡

部茂至 (児童家庭課児童相談係長)、宮下幸治 (児童家庭課児童相

談係主任主事)、髙橋彩希 (児童家庭課児童相談係主事補) 

傍   聴   者 ３名 

議       事 
野田市要保護児童対策地域協議会第２回代表者会議の会議結果

（概要）は次のとおりである。 

児童家庭課長補佐 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

岡田会長 

 

＜開会＞ 

平成３１年２月２１日午後１時３０分、開会を宣言した。会議を

公開とすることを説明した。会議録作成のため録音機を使用するこ

とについて了解を得た。 

また、３名の方から傍聴の申出があり、これを許可したことの了

承を得た。 

 

＜挨拶＞ 

 

＜挨拶＞ 
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岡田会長 

 

児童家庭課長 

 

岡田会長 

 

髙橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

児童家庭課長 

 

 

 

髙橋委員 

 

 

 

児童家庭課長 

 

 

 

 

髙橋委員 

 

 

 

児童家庭課長 

 

 

岡田会長 

 

児童家庭課長 

 

 

岡田会長 

 

髙橋委員 

 

議題１ 女児虐待事案概要等について説明を求めた。 

 

＜資料１「女児虐待事案概要等について」により説明する。＞ 

 

議題１について、委員に意見を求めた。 

 

本事案は、何度も救える機会があったにもかかわらず、その機会

を逃し続けたことで、あってはならない結果に至った。最も救える

可能性があった機会は、平成３１年１月、冬休み明けの長期欠席で

あろう。事前に、関係機関で打合せができていなかったのか。平成

３０年５月８日、個別支援会議が開催されたことも報告された。個

別支援会議とは、どのような状況になったら開催するのか、また、

開催した場合、有機的に機能していたのか。 

 

個別支援会議は、担当者レベルで必要と感じた場合に随時開催す

る形をとっていた。十分な連携ができていなかったと思われる。実

務者会議等で検証していく。 

 

平成３０年５月８日に、本事案の個別支援会議が開催された。ど

のような支援方針が決められたのか。また、５月８日以降、開催は

されたのか。 

 

学校が本児を見守り、傷やその他の虐待行為を確認した場合、柏

児童相談所と市児童家庭課に連絡する。市児童家庭課は、家族の動

きを見ていく。それ以降、本事案の個別支援会議は開催せず、実務

者会議の場で、関係機関と情報を共有してきた。 

 

平成３０年１２月２２日から学校は冬休みとなった。市教育委員

会、市児童家庭課、柏児童相談所はこの期間に安全確認しようと考

えなかったのか。 

 

冬休み前は、本児の学校活動状況が活発で良好と思われたため、

そのような判断に至らなかった。 

 

議題２ 実務者会議運営の抜本的見直しについて説明を求めた。 

 

＜資料４「実務者会議運営の抜本的見直しについて」により説明

する。＞ 

 

議題２について、委員に意見を求めた。 

 

要保護児童等は現在、何人いるのか。 
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児童家庭課長 

 

髙橋委員 

 

 

児童家庭課長 

 

 

副市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田会長 

 

児童家庭課長 

 

 

 

 

副市長 

 

 

 

岡田会長 

 

 

 

 

児童家庭課長 

 

 

岡田会長 

 

 

 

 

髙橋委員 

 

平成３１年１月３１日現在、１６６人である。 

 

平成２９年度と平成３０年度について、要保護児童等に対し、個

別支援会議は何回開催されたのか。 

 

個別支援会議は、平成２９年度は計４回、平成３０年度はこれま

で計８回開催されている。 

 

これまでの実務者会議での議論は、要保護児童等の経過報告が中

心となっており、個別支援会議で検討すべき状況かを判断してこな

かった。そのため、個別支援会議開催回数は、例年数件にとどまっ

ていた。本事案の個別支援会議も、実務者会議の判断で開催したの

ではなく、学校からの会議開催の要望を受けて開催している。庁内

で緊急会議や支援会議を開催することはあったが、非公式になって

いた。今後は、児童家庭課と関係機関が、公式の個別支援会議の開

催を常に実務者会議と結びつく会議にする必要がある。 

 

議題３ 平成３１年度年間事業計画について説明を求めた。 

 

＜資料５「平成３１年度年間事業計画について」により説明する。

＞ 

平成３１年度の代表者会議については、遅くとも５月に開催する

が、早ければ４月にも開催する可能性がある。 

 

平成３１年度の代表者会議は、４月もしくは５月に開催した後、

７月にも開催する予定である。本協議会要綱も改正する可能性があ

る。 

 

議題３について、委員に意見を求めた。 

＜質疑無し＞ 

 

議題４ 平成３０年度啓発事業の実績について説明を求めた。 

 

＜資料６「平成３０年度啓発事業の実績について」により説明す

る。 

 

議題４について、委員に意見を求めた。 

＜質疑無し＞ 

 

その他質問等あるか、委員に意見を求めた。 

 

柏児童相談所の委員（代理）に尋ねる。 

女児虐待事案の一時保護解除後、親族宅で生活していた本児を自
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柏児童相談所 

三田主席児童福祉司 

 

岡田会長 

宅に戻すことを認めたことについて、柏児童相談所内でどのような

議論がなされたのか。また、野田市要保護児童対策地域協議会の実

務者会議でどういう検討がされたのか教えていただきたい。 

 

この場で、お答えすることは控えさせていただく。児童相談所の

判断等について、県検証委員会で検証されることになる。 

 

その他質問等がないため、午後２時２５分、閉会を宣言した。 

 

以上 

 


